


【会 場】パシフィコ横浜／アネックスホール2階-H会場
【主 催】公益社団法人 日本技術士会
【セミナー】参加無料(希望者に別途資料代500円)
【後 援】災害復興まちづくり支援機構

〒105-0001 東京都港区虎ノ門4丁目1番20号 田中山ビル TEL （03）3459-1331（代表） FAX （03）3459-1338

【同時展示開催】会場1 階の展示場で2 月6日(木)～ 7 日(金)の2日間、日本技術士会の東日本大震災、全国各地の
防災活動状況、防災連絡会議、災害復興まちづくり支援機構等活動状況をパネル等で出展・紹介致しますと共に「防
災・減災よろず相談所(無料) 」を開設致します。どうぞお気軽にお立ち寄りください。
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【会場へのアクセス】

■みなとみらい線(東急東横線と相互乗り入れ)「みなとみら

い」駅下車徒歩５分

■JR桜木町駅から動く歩道と徒歩で約１２分、タクシーで５分

■横浜駅東口そごう(1F)バスターミナル、横浜市営バス１７番

のりばから『パシフィコ横浜』行き(141系統)で約７分

【お問合せ先】 公益社団法人 日本技術士会
TEL  03-3459-1331(代)

【セミナーの参加申込先】
「震災対策技術展／自然災害対策技術展」HP
http://www.exhibitiontech.com/etec/

[セミナー申込み]にて、直接お申込み下さい。

企画主旨

3.11東日本大震災においては、多くの子ども(児童)た
ちが犠牲になりました。横浜でも、首都直下地震、相模
湾トラフによる大地震等の発生が予想されています。こ
れらの大規模地震での被害軽減を図るには、事前防災
が重要となり、普段からの防災教育の実践等によって、
大震災に備えることが必要となります。
今回のシンポジウムでは、親子で防災にどう取り組む
のか、そのために普段からどのような防災訓練や防災
対策の実践をして行けばよいのか等について意見交換
し、皆さんと一緒に親子で考える防災について議論して
行きたいと思います。

シンポジウム・プログラム

司会進行（日本技術士会防災支援委員会委員） 中嶋幸夫
10:30～10:35 開会の挨拶（日本技術士会 防災支援委員会 委員長）大元 守
10:35～11:05 基調講演「新しい知見で防災教育を考える」

(講師) 国崎信江(くにざき のぶえ)
危機管理教育研究所 代表
文部科学省科学技術学術審議会専門員
同 省 地震調査研究推進本部政策委員

11:05～11:55 パネルディスカッション
(パネリスト) 危機管理教育研究所 代表 国崎 信江

自由学園 男子部中等科教諭 防災本部次長 蓑田 圭二
福島県浪江町出身 避難者 学童保育指導員 関沢 純子

同上 避難者 学童の母親 野地 美奈子
日本技術士会防災支援委員会委員 丹羽 真

(コーディネータ) 日本技術士会 防災支援委員会 副委員長 田村 裕美
11:55～12:00  閉会の挨拶（日本技術士会神奈川県支部

防災支援チームリーダー） 吉田 圭佑
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